
令和５年度 校内研修計画 

 

 １ 研究主題   

「生徒指導の４つのポイントを意識した教育活動の実践」 

～学びの質を高める授業づくりを通して～ 

  

 ２ 研究主題設定の理由 

県教育委員会では，令和２年度～６年度を推進期間と位置づけて，「学力向上推進５カ年プ

ラン・プロジェクトⅡ」を提案している。学びの質を高める授業改善，新学習指導要領の理念

の実現に向けた学校組織改善を柱とし，学びの質を高めることを重点に「自己肯定感の高まり」

「学び・育ちの実感」「組織的な関わり」を取り組みの３つの視点としている。 

それを受けて本校では「自己肯定感の高まり」に着目した。自己肯定感とは生徒の学ぶ力を

下支えする「学びに向かう力」に大きく関連している。「学びに向かう力」を育むためには，

「非認知能力」を伸ばす必要がある。「非認知能力」とは，意欲・自制心・誠実さ・忍耐力・

自己肯定感など「自分に関する力」と協調性・共感する力・思いやり・道徳性などの「人と関

わる力」のことである。「非認知能力」がその後の「認知能力」の発達を促すことがわかって

おり，学習指導の土台であると言われている。生徒の学びの質を伸ばすためには，この「非認

知能力」を育む必要がある。 

本校では，学力向上推進の様々な取り組みや校内研修の成果が実を結び，全国学力学習状況

調査や県到達度調査等の各種調査で，県及び市の平均を上回る教科がでてきている。さらに，

前年度の 6 月と 12 月に実施した「沖縄県児童生徒質問紙調査」の結果においても「自己肯定感

の高まり」に関する項目に高い水準が見られる。今後もこれまでの取り組みを継続していきた

いと考えている。しかし一方で，日々の授業や諸活動の中で，生徒たちの積極性や自主性に課

題がある。 

本研究では，日々の教育活動に「学びに向かう力（非認知能力）」が高まるような視点を取

り入れるために，先に述べた「学力向上推進５カ年プラン・プロジェクトⅡ」の方策１の中で

挙げられている生徒指導の４つのポイントである「規範意識を醸成する」「自己決定の場を与

える」「自己存在感を育む」「共感的人間関係を育む」を意識することとした。これによって，

生徒の自己肯定感，積極性や自主性が高まり，意欲的に活動し，学びの質も高まると考える。 

令和５年度は「学びの質を高める授業づくり」をサブテーマに掲げ，生徒一人一人の「学び

の質を高める」ために生徒指導の４つのポイントを取り入れた教育活動を実践していく。また，

教員一人一人の授業力の向上を推進し，より充実した授業作りに取り組むことで，学びの質を

高める授業が実現されるよう，これまでの研究の成果や課題を踏まえた上で，本研究をさらに

深めていく。 

 

３ 研究の仮説 

    「学びの質を高める授業づくり」を通し，生徒指導の４つのポイントを意識した教育活動 

の実践を展開することにより，生徒の自己肯定感が高まり，生徒が意欲的に学習活動に 

取り組むと考える。 

 

 ４ 研究の方針 

   （１）「生徒指導の４つのポイント」を意識した教育活動の実践を組織的に行う。 

（２）教科会で授業リフレクションを積極的に取り入れ授業改善をすすめる。 

（３）全職員が教科会と連動した一人一回以上の公開授業の実践に取り組み、他教科の授業も

できる限り２回以上は参観する。 

 

 

 



 ５ 研究の内容 

  （１）「生徒指導の４つのポイント」を意識した教育活動の工夫 

  ①講師を招聘し，理論研究などの講義やワークショップを実施する。 

  ②指導主事を招聘して，研究授業及び全体研修会を実施する。 

  ③「生徒指導の４つのポイント」を学級・学年・学校全体など組織的に実践する。 

④「生徒指導の４つのポイント」を意識した教育活動を実践しての結果を，定期的に生徒ア

ンケートを実施することで取り組みの見直しや改善を行う。 

 ⑤Q－U テストを活用し，生徒の実態把握及び支援の手立てを組織的に行う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

（２）教科会で授業リフレクションを取り入れた授業改善の推進 

①全教科で，授業リフレクションを取り入れ，教科会の充実を図る。 

③一人一公開授業の指導案を事前に練り合い，授業後はリフレクションを行う。 

③授業リフレクションで話し会った内容は，リフレクション用紙に記録し掲示する。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈  リフレクションの流れ  〉  

・授業の概要説明（授業者の説明）  

・授業者から見た成果と課題  

・改善策について  

・「核となる授業」の実施  

〈  リフレクションで話し合う主な視点  〉  

・重点とした生徒指導の４つのポイントの確認  

・「めあて」と正対した「まとめ」「ふりかえり」  

・生徒の思考を促す発問  

・思考ツールなどを活用するなど生徒の思考を促す工夫  

・生徒が意見を共有する時間や場面の工夫  

・板書，教材，ＩＣＴ機器などの活用    など  

 

生徒指導４つのポイント  

①規範意識を醸成する  

生徒がお互いの意見を尊重し合い，安心して学べる  

ような授業を展開する。  

②自己決定の場を与える  

生徒が主体的に学べるよう，課題や学び方を自ら選択  

できるような授業を展開する。  

③自己存在感を育む  

生徒が自分の良さを生かし，興味関心を高めるような  

授業を展開する。  

④共感的人間関係を育む  

 生徒がお互いの考えを交換し，互いの良さを学び  

 合えるような授業を展開する。  

 

互いに尊重しあう態度を育む。  

「学びに向かう力」  

（非認知能力）を育む  



（３）一人一公開授業の実施 

 ①教科会と連動した一人１回以上の公開授業を行う。（12 月末までに実施） 

（特別活動，道徳，教科のうちいずれかひとつを選んで実施） 

    ②教科会や担任会等の時間を活用して，事前に指導案を練り合う。 

③同教科の職員が参観できるよう，教科会の時間等に公開授業を実施する。 

④教科会で，全員の「公開授業実施日」と「写真撮影係」を決定する。 

→校内研修担当でとりまとめ，公開授業実施計画表を作成する。 

⑤校内研修主題や研修内容を意識した授業作りに努める。 

⑥下記の「授業改善のための共通実践事項」を指導略案に記載し，確実に実践する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度の成果と課題 

【成果】 

○エピペンや救急救命等に関する研修は毎年計画した方が良いと思った。 

○次年度もタブレットの活用法はぜひやってほしい。 

○夏季研修には校外研修をぜひとも入れてほしい。地域巡りでは事前知識が少なかったが，勉強に 

なった。 

○男女があまり関わらない佐敷などではＳＳＴなども効果的かもしれません。 

○ＱＵテストの席順への活用などは聞けて良かった。 

【課題】 

●次年度に取り入れてほしい研修として，ＩＣＴの活用においての基本的なモラルの育成，緊急時 

の下校時の対応（保護者引き渡し）特別支援の生徒に対する配慮の仕方など（※合理的配慮の具 

体的な方法など？）についてのコーディネーターの先生や特支各障害種の先生から情報共有・共 

通理解すること，学習評価・評定についての共通理解，授業改善の方向性を全職員で意識するこ 

と，ペア活動・グループ活動の充実を図った授業の取り組み，各教科でペア・グループ活動の取 

り組みを充実させ対話的な活動を深めること…などが挙げられた。 

→評価については年度当初で共通確認していく。また，その他の研修についても年間計画の中 

に組み込んでいき，充実を図る。 

●副題～生徒指導の４つのポイントを～をあまり意識していなかった。生徒指導から  

 少し離れて，振り返りや自分の考える問いを持つなどになると良いかと思います。  

 →次年度からは週案に４つのポイントの中からどのポイントを意識した授業なのかを記入して 

いくことで意識していきたい。 

●早めに日程を出してもらって，12 月末に授業が殺到することがないようにしたい。 

●２回は参観したいと思うが授業があり，なかなか見られない。10 月に全体でやった参観も回数に 

入れて良いのでは？ 

●公開も大事ですが，授業の指導法や意図などを聞ける時間がほしいです。見るだけでは分からな 

いこともたくさんあるので，（見てもらうだけでは伝わらないことも）また，参観シートの記入 

にも共通理解がほしい。公開授業のときだけ「見せる」用に授業準備をしても意味があるのか疑

問に感じるため，普段の自然な授業の様子が分かるような取り組みにしてほしい。  

→年度当初に全職員の授業予定を提出し，それに合わせて授業交換の工夫を行い，参観の機会 

 をつくっていく。また，管理職も含めた授業リフレクションを教科会などで確実に実施して 

 いく。 

授業改善のための共通実践事項  

ア「めあて」と正対した「まとめ」「振り返り」の実践  

イ 生徒の思考を促す発問の工夫  

ウ グループやペアでの練りあい等、生徒が考えや意見を共有する時間や場面の工夫  

エ 週案等に本時が生徒指導の４つのどのポイントを意識した授業かを記入  



６ 校内研修の年間計画（令和５年度）  

月 日 曜 研 修 内 容 備 考 

４ ５ 水 【第１回校内研修】（春季休業中） 

○全体研修会 

「特別支援を要する生徒への支援の工夫」

「Foresight2023 の効果的な活用方法について」 

 

４ ６ 木 【第２回校内研修】（春季休業中） 

○全体研修会 

「ＩＣＴ機器を活用した授業づくり①」 

「避難時避難場所の確認」 

・昼休憩時間を活用して 

学年単位で現地を確認 

・外部からアドバイザーを 

招いて実施予定 

５ 19 金 【第３回校内研修】 

○全体研修会 

「ＳＳＴの具体的な手法について」 

・講師招聘予定 

８ １ 火 南城市職員研修会 ・詳細未定 

８ 21 月 【第４回校内研修】（夏季休業中） 

○全体研修会（午前） 

「救急救命法※エピペンの使い方も含む」 

・講師招聘予定 

   【第５回校内研修】 

○全体研修会（午後） 

「ＩＣＴ機器を活用した授業づくり②」 

 

８ 22 火 【第６回校内研修】（夏季休業中） 

○全体研修会（午前） 

「ＱＵテストを活用した学級経営の工夫について」 

※読み取りだけでなく，その対処法まで 

・講師招聘 

 仲里直美先生（与那原中） 

   【第７回校内研修】（夏季休業中） 

○全体研修会（午後） 

「施設見学」or「地域巡り」 

・講師招聘予定 

   【指導主事招聘研究授業及び授業研究会】 

「生徒指導の４つのポイントを生かした授業づくり」 

・日時未定 

１ ４ 木 【第８回校内研修】（冬季休業中） 

○全体研修会 

「本年度の取り組みの反省（成果と課題）」 

 

 



令和５年度校内研修 

一人一公開授業の進め方 
１．一人一公開授業の計画について  

⑴ 教科会や担任会等と連動した一人１回以上の公開授業（教科、道徳、特別活動のいずれか 

ひとつ）を 12 月末までに実施する。 

⑵ 同教科の職員が参観できるよう，なるべく教科会の時間に公開授業を実施する。 

⑶ 各教科会で，全員の「公開授業実施日」と「写真撮影係」を決定する。 

→校内研修担当でとりまとめ，公開授業実施計画表を作成する。 

※計画した日に実施できない場合は，事前に校内研修担当に伝える。 

 

２．公開授業実施までの準備（授業者）  

 ⑴ 遅くとも授業の１週間前までには校内研修及び教務へ授業日程の連絡を入れる。 

⑵ 授業プランシートを作成し，各自で印刷し，当日朝までに全教員に配布する。 

⑶ 授業プランシートのデータは各自で保存する。（ひな形データあり） 

「共有」⇒「R５」⇒「校務分掌」⇒「校内研修」⇒「授業プランシート」 

⑷ 教科会や担任会等の時間を活用して，事前に授業プランシートの内容を練り合う。 

⑸ 校内研修主題や研修内容を意識した授業づくりに努める。 

⑹ 下記の「授業改善のための共通実践事項」を授業プランシートに記載し確実に実践する。  

    

 

 

 

 

 

 

 

３．公開授業の参観方法（参観者）  

⑴ 準備された「授業参観シート」の観点に沿って授業を参観し記入後，授業者に提出する。 

⑵ 参観しながら，付箋紙にコメントを記入し，準備された小黒板に貼り付ける。 

⑶ 一枚の付箋紙には，１コメントのみを記入する。 

成果（ピンク付箋紙） 課題（青付箋紙） 

⑷ 付箋紙を貼る紙は，授業中は教室に，授業後は職員室の教頭先生前に置く。 

⑸ 教科内で写真係を決めて，授業の様子や使用した資料などの撮影を行い，写真データを保存

する。 「共有」⇒「R５」⇒「校務分掌」⇒「校内研修」⇒「写真」 

 

４．公開授業実施後（授業者）  

⑴ 授業終了後，授業者は自己評価表を記入し，校内研修担当に提出する。 

⑵ 教科主任が主導し，教科会で授業リフレクションを行う。（できるだけ管理職も） 

 ⑶ 授業リフレクション後はそのまとめを作成し，校内研修担当へ提出する。 

 

５．提出する物  

※年度末に市教委へ提出する校内研修集緑を作成します。下記の資料の提出をお願いします。  

 提出物 提出時期 提出方法 提出先 

１ 一人一公開 

授業計画書 

４月 28 日（金） 所定の用紙 教科主任→校内研修担当 

２ 指導 

プランシート 

当日朝までに データ 共有→校務分掌→校内研修→授業プランシート 

紙で配布 各教員机上 

３ 自己評価表 授業後 所定の用紙 校内研修担当 

４ 公開授業写真 授業後 データ 共有→校務分掌→校内研修→写真 

授業改善ための共通実践事項  

・生徒指導の４つのポイントの中でどこに重点をおいて授業を実施したのか確認  

・「めあて」と正対した「まとめ」「振り返り」の実践  

・生徒の思考を促す発問の工夫  

・グループやペアでの練りあい等、生徒が考えや意見を共有する時間や場面の工夫  

 



 



授業プランシート（ 教科名 ）   月   日   時間目   年   組 

単元名【               】授業者【                  】 

１．本時のねらい 

 

 

 

 

（評価場面・方法） 

 

２．めあて，まとめ，振り返り 

(まとめ) 

 

 

 

(めあて) 

 

 

(振り返り) 

 

 

 

３．本時の展開 

①導入（ 分） 

 

 

 

②展開（ 分） 

 

 

 

 

 

 

③まとめ（ 分） 

 

 

④振り返り（ 分） 

 

 

☆主に意識した生徒指導の４つのポイント（どの項目か○をつける） 

 ①規範意識の醸成 ②自己存在感を与える ③共感的な人間関係の育成 ④自己決定の場を与える 

【授業に取り入れた場面について】 

 

 

 

 

 

思考を促す発問の工夫 

 

 

 

考えを共有する時間や場

面の工夫 

 

 



４．板書レイアウト等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業後の振り返り 

５．授業の実際（授業後の板書の写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．成果と課題（改善策も含めて） 

□ 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

 



７．課題と改善策 

□ 

 

□ 

 

□ 

 

□ 

□ 

 

□ 

 

□ 

 

□ 

 



授業リフレクション記録     令和   年    月    日（    ）   

教 科（        ） 授業者（                      ） 

１．めあて、まとめ、振り返り 

(まとめ) 

 

 

 

(めあて) 

 

 

(振り返り) 

 

 

 

２．本時の展開 

①導入 

 

 

②展開 

 

 

 

 

 

③まとめ 

 

 

④振り返り 

 

 

３．成果（授業で良かったところ） 

 

 

 

４．課 題                  改 善 策 

 

 

 

 

 

【生徒指導の４つのポイントを意識した場面について】 

 

 

 

思考を促す発問の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

考えを共有する時間や

場面の工夫 

 

 

 

 

 

 

 



 


